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特別支援教育の現状等について

Ⅰ 盲学校、聾学校及び養護学校の現状

１ 盲・聾・養護学校に在学する児童生徒の状況
盲・聾・養護学校の在学幼児児童生徒数を見ると、知的障害者が大きく増加している。

また、障害が重いため通学できない子どもに対しては、教員が家庭、施設、病院などに出向
いて指導する訪問教育を行っている。

（平成17年５月１日現在）

在学者数（人）
区分 学校数

幼稚部 小学部 中学部 高等部 計

盲 学 校 71校 260 701 463 2,385 3,809

聾 学 校 106 1,303 2,178 1,209 1,949 6,639

養 計 825 133 28,798 20,981 41,252 91,164

護 知的障害 535 71 19,669 15,046 33,542 68,328

学 198 61 7,683 4,528 6,441 18,713肢体不自由

校 病 弱 92 1 1,446 1,407 1,269 4,123

総 計 1,002 1,696 31,677 22,653 45,586 101,612

盲 ・ 聾 ・ 養 護 学 校 在 学 者 の 推 移
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２ 障害の重度・重複化について

（１）盲・聾・養護学校重複障害学級数・在籍者数

盲・聾・養護学校（小・中学部）に在籍する児童生徒のうち、現在、半数近く（肢体不自由養
護学校においては、約4分の3）の児童生徒が重複障害学級に在籍している。

（平成１７年５月１日現在）

高等部に重複障害
区分 学 級 数 在 籍 者 数

学級を置く学校数
学校種別 幼稚部 小学部 中学部 高等部 計 幼稚部 小学部 中学部 高等部 計

校学級 学級 学級 学級 学級 人 人 人 人 人

盲 学 校 31 145 84 90 350 79 357 183 184 803 46

聾 学 校 42 181 104 81 408 94 434 222 185 935 42(1)

養 知 的 障 害 3 2,736 1,755 2,045 6,539 12 7,378 4,515 5,528 17,433 368(10)

護 肢体不自由 3 2,146 1,244 1,346 4,739 7 5,936 3,271 3,742 12,956 156(4)

学 病 弱 － 259 221 218 698 － 616 510 561 1,687 45

校 小 計 6 5,141 3,220 3,609 11,976 19 13,930 8,296 9,831 32,076 569(14)

計 79 5,467 3,408 3,780 12,734 192 14,721 8,701 10,200 33,814 657(15)

（注）（ ）内は分校数であり，内数である。

（２）重複障害学級在籍状況の推移（盲・聾・養護学校小・中学部）

重  複  障  害  学  級  在  籍  率  の  推  移 （ 小  ・  中  学  部 ）
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